
こ
れ
ま
で
道
議
会
に
は
、

民
進
党
議
員
を
中
心
に
、
無

所
属
議
員
を
含
め
て
「
民
進

党
・
道
民
連
合
」
と
い
う
会

派
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
民
進
党
の
分
裂

や
合
流
で
、
道
議
会
に
も
国

民
民
主
党
所
属
の
道
議(

星
野

道
議
も
そ
の
一
人)

と
立
憲
民

主
党
所
属
の
道
議
が
生
ま
れ

た
の
で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

政
党
ご
と
に
別
の
会
派
を
構

成
し
、
議
会
事
務
局
に
届
け

出
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
野
党
が
ば
ら
ば
ら

で
は
、
自
民
党
と
の
対
決
に

力
が
入
ら
な
い
こ
と
は
、
国

政
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。

そ
こ
で
星
野
道
議
を
始
め
、

国
民
民
主
党
と
立
憲
民
主
党

の
道
議
で
協
議
。
そ
の
結
果
、

二
つ
の
政
党
に
無
所
属
議
員

を
加
え
、
一
つ
の
固
ま
り(

会

派)

と
し
て
議
会
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

星
野
道
議
は
、
「
私
の
考

え
方
は
、
原
発
・
憲
法
・
安

保
政
策
で
立
憲
民
主
党
に
近

い
。
し
か
し
そ
の
私
が
国
民

民
主
党
に
残
る
こ
と
で
、
両

党
の
橋
渡
し
に
な
り
、
先
々

野
党
再
結
集
を
地
域
か
ら
実

現
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

来
年
は
知
事
選
、
市
長
選

道
議
選
、
市
議
選
、
参
院
選

と
重
要
な
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
選
挙
に
向
け
て
、

国
民
民
主
党
北
海
道
、
立
憲

民
主
党
北
海
道
、
連
合
北
海

道
、
北
海
道
農
民
政
治
力
会

議
の
四
者
は
「
民
主
連
絡
調

整
会
議
」
を
つ
く
り
、
相
互

に
支
援
・
協
力
な
ど
の
調
整

を
行
う
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

道
段
階
の
こ
う
し
た
動
き

に
あ
わ
せ
、
札
幌
市
内
で
も

国
民
民
主
党
と
立
憲
民
主
党

の
連
携
と
調
整
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
そ
の
窓
口
と

な
る
「
国
民
民
主
党
札
幌
会

議
」
を
結
成
し
、
星
野
道
議

が
そ
の
代
表
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

(４)

星
野
道
議
は
、
こ
の
問
題

を
本
会
議
で
取
り
上
げ
、

「
本
道
の
洋
上
風
力
に
よ
る

潜
在
的
発
電
量
は
ど
れ
く
ら

い
に
な
る
の
か
」
と
質
し
ま

し
た
。

経
済
部
長
は
「
環
境
省
の

最
新
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
計

算
す
る
と
、
標
準
家
庭
の
約

３
億
８
千
万
世
帯
分
の
電
力

使
用
量
に
相
当
す
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。
全
国
の
世
帯

が
必
要
と
す
る
電
力
の
約
７

倍
に
匹
敵
す
る
数
字
で
す
。

星
野
道
議
は
、
「
理
論
上

と
は
言
え
、
驚
く
べ
き
数
字

だ
。
原
発
に
依
存
し
な
く
て

も
、
十
分
や
っ
て
い
け
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
北
海
道
は
、

日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
地
を
目
指
す
べ
き
。
目
を

離
す
こ
と
な
く
、
今
後
と
も

し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
」

と
意
欲
的
で
す
。

国
は
今
後
、
洋
上
風
力
発

電
の
大
量
設
置
に
向
け
、
導

入
促
進
区
域
を
指
定
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
道
議

は
、
「
促
進
区
域
の
誘
致
を

積
極
的
に
お
こ
な
う
べ
き
」

と
知
事
の
見
解
を
質
し
ま
し

た
。
知
事
は
、
「
区
域
指
定

に
向
け
、
道
内
ニ
ー
ズ
や
課

題
を
把
握
し
、
市
町
村
、
発

電
事
業
者
と
連
携
し
て
対
応

す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

今
国
会
で
海
域
使
用
ル
ー
ル
を
策
定

1951年…東京都葛飾区で生まれる
1970年…都立大理学部(物理)入学
1974年…緑の大地に憧れ来道
1975年…市営地下鉄南北線運転士

1995年…北海道議会議員初当選
2002年…議会エネルギー委員長
2004年…民主党北海道幹事長
2007年…議会経済常任委員長

2008年…環境プロジェクト座長
2011年…脱原発プロジェクト座長
2013年…道民の日プロジェクト座長

現在…東区国民民主党代表

星
野
道
議
略
歴

洋
上
風
力
発
電
は
、
陸
上
に
比
べ
て
高
い
発
電
効
率
が
期
待
で
き
る
た
め
、
欧

州
で
は
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
我
が
国
で
は
、
一
般
海
域
を
使
用
す

る
ル
ー
ル
が
な
か
っ
た
た
め
、
普
及
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
政
府
は
今
国
会
で
、

一
般
海
域
の
使
用
ル
ー
ル
を
制
定
。
洋
上
風
力
発
電
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。

６期目の任期も半年あまり。しっかり働きます。

こ
ん
に
ち
は
、
星
野
高
志

で
す
。

世
界
で
異
常
気
象
が
続
い

て
い
ま
す
。
本
来
は
梅
雨
の

な
い
は
ず
の
北
海
道
で
も
、

例
年
に
な
く
湿
度
の
高
い
夏

に
皆
さ
ん
も
閉
口
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
が
、
私
は
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
と
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
二
酸
化
炭
素
の
厚
い
層

が
地
球
を
包
み
込
み
太
陽
熱

で
暖
ま
っ
た
地
表
熱
が
十
分

に
放
熱
さ
れ
な
い
こ
と
で
異

常
気
象
が
発
生
す
る
と
専
門

家
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
異

常
気
象
は
、
竜
巻
や
土
砂
災

害
な
ど
も
誘
発
し
ま
す
。

か
つ
て
私
は
仲
間
と
と
も

に
、
「
北
海
道
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
条
例
」
を
議
員
提

案
で
制
定
し
ま
し
た
。
道
民
、

行
政
、
事
業
者
が
協
力
し
て

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑

制
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
れ
か
ら
９
年
。
さ
ら
な
る

対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
環

境
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ

た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
今

を
生
き
る
大
人
の
責
任
で
す
。

二
〇
一
八
年
夏

北
海
道
議
会
議
員

国
民
民
主
党
の
第
２
区
総

支
部(

東
区
・
北
区)

は
、
過

日
常
任
幹
事
会
を
開
き
、
代

表
に
、
松
木
け
ん
こ
う
氏
を

選
出
し
ま
し
た
。

松
木
新
代
表
は
、
「
安
倍

自
民
党
が
や
り
た
い
放
題
を

し
て
い
る
と
き
に
、
野
党
同

士
で
い
が
み
合
っ
て
い
る
場

合
で
は
な
い
。
友
党
で
あ
る

立
憲
民
主
党
と
の
連
携
を
重

視
し
し
て
い
く
。
そ
し
て
再

び
、
国
民
の
生
活
が
第
一
の

政
権
交
代
を
目
指
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

松
木
代
表
を
選
出

国
民
民
主
党
第
２
区
総
支
部

「
両
党
の
橋
渡
し
に
」

野
党
再
結
集
へ
の
第
一
歩

道議会で統一会派
会派名は「民主・道民連合」 野党第一勢力に

反
自
民
・
非
共
産
の
枠
組
み
で
、
道
民
生
活
を
守
る

今年の第一回定例道議会。星野道議は民進党の

質問者として登壇しました。電力システム改革、

洋上風力発電、水素社会、科学技術の振興など、

知事の政治姿勢を質しました。(2018年3月7日)

３
億
８
千
万
世
帯
に

供
給
経済部長が明言

本
道
の
洋
上
風
力
発
電
に
よ
る
潜
在
力

電 力

原
発
も
戦
争
も
な
い
北
海
道
を

国民民主党

立憲民主党

民
進
党
が
党
名
を
変
更
し
国
民
民
主
党
に
な
り
ま
し
た
。
解
党
し
た
希
望
の
党

か
ら
も
多
く
が
合
流
。
道
議
会
で
も
立
憲
の
道
議
と
国
民
の
道
議
が
誕
生
し
ま
し

た
が
、
別
々
の
会
派
は
つ
く
ら
ず
、
「
民
主
・
道
民
連
合
」
と
い
う
統
一
会
派
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
。
野
党
再
結
集
の
第
一
歩
と
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

松木けんこう前衆議

星
野
道
議
が
代
表
に
就
任

国
民
民
主
党
札
幌
会
議

北海道議会本会議場

調整窓口



国
は
、
水
素
基
本
戦
略
の

中
で
、
水
素
を
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
選
択
肢
と
し
て
位

置
づ
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
道

議
は
、
知
事
に
水
素
社
会
に

対
す
る
基
本
認
識
を
問
い
ま

し
た
。
知
事
は
、
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
素
を
つ

く
れ
ば
、
製
造
か
ら
利
用
ま

で
一
切
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し

な
い
。
本
道
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
で
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が

可
能
。
北
海
道
ら
し
い
水
素

社
会
に
つ
な
が
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
水
素
は
燃
料

電
池
車(

Ｆ
Ｃ
Ｖ)

や
、
家
庭

用
燃
料
電
池(

エ
ネ
フ
ァ
ー

ム)

の
燃
料
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
格

的
な
水
素
社
会
を
形
成
す
る

に
は
、
ま
だ
世
界
中
で
実
用

化
さ
れ
て
い
な
い
水
素
に
よ

る
発
電
が
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
道
議
は
、
国
が
今

年
か
ら
神
戸
市
で
始
め
た
世

界
初
の
水
素
発
電
実
証
試
験

を
引
き
合
い
に
出
し
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。知

事
は
、
「
国
は
、
水
素

を
直
接
燃
焼
さ
せ
る
発
電
方

式
は
、
２
０
３
０
年
ご
ろ
に

本
格
的
な
商
用
化
を
目
指
し

て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し

た
上
で
、
「
小
規
模
な
水
素

発
電
は
、
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
・
パ
ラ
競
技
大
会
に

お
け
る
関
連
施
設
へ
の
電
力

供
給
を
検
討
し
て
い
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
道
議
は
、
「
水
素

発
電
は
廃
棄
物
が
水
と
い
う

極
め
て
安
全
な
設
備
だ
。
消

費
地
に
隣
接
し
て
設
置
で
き

る
の
で
、
電
気
だ
け
で
な
く

熱
も
同
時
に
利
用
で
き
る
。

道
有
施
設
へ
の
将
来
的
導
入

も
検
討
す
べ
き
」
と
迫
り
ま

し
た
。

知
事
は
、
「
電
気
と
熱
を

供
給
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
本

道
の
地
域
特
性
に
マ
ッ
チ
し

て
い
る
。
必
要
な
情
報
を
収

集
、
評
価
し
、
今
後
の
道
有

施
設
で
の
活
用
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

本
道
と
本
州
の
連
系
線
容

量
は
来
年
の
増
強
後
も
９
０

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
本
州
と
九
州
間
は

５
５
６
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
本

州
と
四
国
は
３
８
０
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
と
桁
が
違
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
北
本
連
系
線

の
役
割
は
、
主
に
非
常
時
に

本
州
か
ら
電
力
供
給
を
受
け

る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

し
か
し
今
回
、
道
議
の
質

問
で
、
本
道
に
お
け
る
洋
上

風
力
に
よ
る
発
電
量
は
、
我

が
国
の
全
世
帯
に
供
給
し
て

余
り
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。

星
野
道
議
は
、
「
本
道
は

日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
地
に
な
り
得
る
。
国
を
支

え
る
送
電
線
増
強
は
、
国
の

責
任
に
お
い
て
進
め
る
べ
き

だ
。
国
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

国
か
ら
頼
ら
れ
る
北
海
道
を

目
指
す
べ
き
」
と
知
事
の
見

解
を
質
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
知
事
は
、

「
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
新

エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か

し
、
我
が
国
全
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
多
様
化
に
貢
献
す
る
た

め
に
も
連
系
線
拡
充
は
不
可

欠
。
道
と
し
て
、
国
の
主
体

的
関
与
の
も
と
、
北
本
連
系

線
の
さ
ら
な
る
増
強
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
働

き
か
け
を
強
め
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

送
配
電
部
門
が
切
り
離
さ

れ
る
こ
と
で
、
北
電
は
電
力

自
由
化
に
よ
っ
て
、
新
た
に

電
力
市
場
に
参
入
し
た
北
ガ

ス
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
新

電
力
各
社
と
、
横
並
び
に
な

り
ま
す
。

北
電
を
始
め
と
す
る
全
国

の
大
手
電
力
会
社
は
、
発
電

と
送
電
、
配
電
を
同
じ
会
社

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、

送
配
電
部
門
が
切
り
離
さ
れ

る
こ
と
で
、
送
配
電
は
別
の

会
社
が
行
う
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
新
規
参
入
の
発
電
会

社
が
送
配
電
網
を
公
平
に
使

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

国
の
狙
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

星
野
道
議
は
、
「
法
的
に

分
離
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
、

元
は
同
じ
北
電
。
運
営
の
公

平
性
を
し
っ
か
り
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
だ
」
と
知
事
の

見
解
を
質
し
ま
し
た
。

知
事
は
、
「
需
要
家
の
保

護
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

競
争
環
境
の
整
備
に
向
け
必

要
な
措
置
を
と
る
よ
う
国
に

要
請
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。さ

ら
に
道
議
は
、
「
送
配

電
部
門
の
分
離
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
指
摘
。

知
事
は
、
「
送
電
網
の
公

平
な
利
用
で(

新
規
発
電
事

業
者
の)

参
入
機
会
の
拡
大

が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
を
一

つ
の
好
機
と
し
て
捉
え
、
地

域
や
事
業
者
と
連
携
し
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

(２)

今
年
度
か
ら
、
３
期
目
に

な
る
道
の
「
科
学
技
術
振
興

計
画(

５
年
間)

」
が
、
道

総
研
工
業
試
験
場
と
の
連
携

に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

星
野
道
議
は
、
「
本
格
的

な
水
素
社
会
の
到
来
」
と
い

う
観
点
か
ら
こ
の
計
画
に
関

す
る
質
疑
も
行
い
ま
し
た
。

水
素
を
製
造
、
貯
蔵
、
輸

送
、
利
用
す
る
一
連
の
過
程

に
は
、
多
様
な
切
り
口
が
あ

り
ま
す
。
国
内
各
地
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
踏
ま

え
た
研
究
や
開
発
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

国
は
水
素
発
電
に
注
目
し

て
い
ま
す
。
燃
料
で
あ
る
水

素
は
天
然
ガ
ス
を
始
め
様
々

な
物
質
か
ら
製
造
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
火
力
や
原
子
力
な
ど
既
存

の
電
気
を
使
っ
た
の
で
は
、

あ
ま
り
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

星
野
道
議
は
、
「
本
道
に

豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
水
素
を
製
造
す
る
研
究
開

発
こ
そ
、
他
県
に
真
似
の
出

来
な
い
切
り
口
だ
」
と
知
事

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

知
事
は
、
「
本
道
は
、
太

陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

地
熱
な
ど
多
様
な
資
源
が
豊

富
だ
。
こ
の
強
み
を
発
揮
す

る
こ
と
が
重
要
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
水
素
製

造
の
実
証
事
業
に
参
画
す
る

な
ど
研
究
開
発
を
促
進
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

(３)

北
電

送
電
会
社
分
離
へ

北海道電力は

新電力と同列

｢
国
に
主
体
的
関
与
要
請｣

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
総
仕
上
げ

２
０
２
０
年
４
月

本
道
に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
の
潜
在
力(

１
面
参

照)

は
、
国
全
体
を
支
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
北
本
連
系
線
の
大
幅
な
増
強
が
必
要
で
す
。

運
営
の
公
平
性
確
保
が
重
要

道有施設への導入も検討
小型水素発電機～熱と電気を同時に供給

世
界
初
の
取
組

｢

国
を
支
え
る
送
電
線
を｣

知
事

道
議

道
立
総
合
研
究
機
構

の
略
。
工
業
試
験
場
の

他
、
農
業
、
水
産
業
、

林
業
、
食
品
産
業
、
環

境
、
地
質
、
建
築
な
ど

各
分
野
の
開
発
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

発言のため、挙手をする道議

水
素
発
電
は
廃
棄
物
が
水
の
た
め
極
め
て
安
全
な

設
備
で
す
。
そ
の
た
め
消
費
地
に
隣
接
し
て
設
置
が

可
能
。
発
電
時
に
発
生
す
る
熱
も
利
用
で
き
ま
す

廃
棄
物
は
水
だ
け

東
京
オ
リ
パ
ラ
に
導
入

国
は
、
様
々
な
電
気
事
業
の
規
制
緩
和
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
年
前
の
電

力
小
売
の
全
面
自
由
化
も
そ
の
一
つ
で
す
。
そ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
２
年
後

に
は
全
国
の
大
手
電
力
会
社
か
ら
送
配
電
部
門
が
切
り
離
さ
れ
ま
す

｢

新
規
参
入
の
好
機｣

道
総
研
と
は
？

道総研の戦略研究

科学技術振興 第３期計画

神戸で実施

再
エ
ネ
に
よ
る
水
素
製
造
が
課
題

再
エ
ネ
で
水
素
を
製
造

北
本
連
系
線
の
増
強

北海道と本州を結ぶ高圧線

「
働
き
か
け
強
め
る
」

昨
年
の
総
選

挙
を
契
機
に
民

進
党
は
分
裂
し
、

旧
民
進
党
系
議
員
は
今
、
国
民
民
主

党
と
立
憲
民
主
党

に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
北
海
道
で
は

立
憲
民
主
が
主
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
考
え
た
末
、
民
進
党
の
存
続

政
党
で
あ
る
国
民
民
主
に
残
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

私
は
初
当
選
以
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

委
員
会
に
所
属
し
原
発
に
依
存
し
な

い
北
海
道
を
つ
く
る
た
め
活
動
を
続

け
て
参
り
ま
し
た
。
今
も
そ
の
気
持

ち
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
人

か
の
方
か
ら
、
「
星
野
さ
ん
は
ど
う

し
て
立
憲
に
い
か
な
い
の
？
そ
の
方

が
選
挙
も
有
利
で
し
ょ
」
と
聞
か
れ

ま
し
た
。

私
は
、
い
つ
ま
で
も
国
民
と
立
憲

が
別
々
の
ま
ま
で
い
い
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
自
民
党
の
横
暴
を
抑
え
、

国
民
生
活
を
守
る
た
め
に
は
一
日
も

早
く
野
党
の
再
結
集
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
接
着
剤
に

私
は
な
り
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
立
憲
に
近
い

私
が
国
民
に
残
る
こ
と
が
再
結
集
へ

の
途
だ
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
域
と
北
海
道
の

た
め
に
全
力
で
働
く
決
意
で
す
。

水
素
発
電
の
実
証
試
験

北
海
道
と
本
州
を
結

ぶ
送
電
線
。
現
在
は
60

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
送
電

容
量
が
あ
る
。
来
年
３

月
に
北
電
が
更
に
30
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
増
強
す

る
予
定
。

北
本
連
系
線
と
は
？

私
が
国
民
民
主
に
残
る
わ
け

星
野
高
志

世界初の水素発電実証試験が始まった(神戸)


